
ホタテがゴロゴロ 子どもたちのために除雪ボランティア
豊浦建設工業の皆さん地場産ホタテカレー給食

　2月21日（火）、噴火湾胆振海区漁業振興推進協
議会から「特産のホタテのおいしさを知ってもら
いたい」と、町給食センターにホタテむき身10㎏
が無償提供されました。
　提供されたホタテは、ホタテカレーとして給食
メニューに登場し、児童たちは前浜で育てられた
ホタテを味わっていました。

　1月18日（水）、豊浦建設工業株式会社が通学路
の除雪ボランティアを行いました。
　豊浦建設工業では、毎年ボランティア活動を
行っており、豊浦小学校の3学期始業式に合わせ
12人の社員が、子どもたちが歩きやすいように通
学路の雪をかき、滑り止めの砂をまきました。
　金丸淳社長は「これからも地域に根ざす企業と
して貢献していきたい」と話していました。

Town Topicsまちの話題

▲漁師の皆さんありがとうございました。

▲就農地（大岸地区）にて（チャンネル登録おねがいし
ます！）

▲社員の皆さんありがとうございました。

文 / 齊藤 竜彦・理惠　隊員
地域おこし協力隊の活動日記
　「試される大地　北海道」。この土地に移住し、

『豊浦いちごの担い手』となるため地域おこし協力
隊として活動したこの3年間。やれるかやれないか
はやってみなけりゃわからない！試し試され、自
然の力に打ち負かされるときもありましたが、負
けてられないと夫婦ふたり協力し今日まで経験を
積み重ねてきました。
　そして今月末で「地域おこし協力隊」の任期を終
え、いよいよこの時がきます！ 4月からは『いちご
農家　たつんこファーム』（大岸地区）がスタート
するのです！このスタートラインに立つまでに
は、いちご栽培を指導してくださった親方たちを
はじめ、役場の方々、協力隊のみんな、先輩農家さ
んや地域の方々の見守りと手助けがなくては成し
得なかったこと、そのご厚意と励ましがとても嬉
しく心から感謝申し上げます。
　地域おこし協力隊から新規就農者となる私たちが
これからどのような経営をしていくのか？ここに掲
載される以外の活動は何をしているのだろう？皆さ
ん、興味ありませんか？興味なかったらゴメンナサ
イ。もし、少しでも興味のあるアナタ！ QRコードに
スマホのカメラをかざしてみてください！

　3年間このコーナーにも近況や思いなど、さまざ
まな内容を掲載させていただいた齊藤夫婦の「地
域おこし協力隊の活動日記」は今回で最後ですが、
ユーチューブ『たつんこ日記』で、これまでの姿、こ
れからの姿を見ることができます！私たちの豊浦
町での暮らしや活動、新しい発見などなど、続きは

『たつんこ日記』でお会いしましょう！ではまた～
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